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私たちの食生活を支える神

わたしたちに必要な糧を今 日与えてくださ
い。   (マ タイによる福音書 6章 11節 )

イエス・キリス トが教えて下さつたこの祈
りで、糧 (かて)と い ぅ言葉は原文ではパン
になっています。 日本人ならお米に置き換え
ても良いで しょう。要するに、ここで祈って
いるのは、私たちの毎 日の生活を支える最 も
基本的な食べ物のことなのです。人間にとっ
てこれほど大切で切実な祈 りはありません。

日ごとの食べ物のために祈 ることと切 り離
せないのが食前の感謝の祈 りです。 しか し今
の時代、この国では、飢えている人がいる一
方であ りあまる食べ物を食い散 らか して人々

も多いのが現状です。皆 さんも食べ物のため
に祈った り、感謝 した りする気持ちがなかな
か持てなくなっているかもしれません。

食べ物を巡ってはさまざまな問題があ りま
すが、身近な問題 としては食品の安全性のこ
とが大きいで しょう。 もしも私たちが、よく
考えてみると不安だけど口にするしかない、
とい う思いでいつ も食事をしているとしたら、
これは大変なことで、こうした暮 らしは楽 し
いはずの毎 日の食事を貧 しくしてしま うので
す。神様によって私たちみんなの食生活が祝
福 されますように。

当然のことですが、重度の病人を除き、私
たちの誰 も、毎 日何 もしないで食事にあ りつ

くことは出来ません。「働かざる者、食 うべか
らず」 (第ニテサロニケ書 3:10)、 働 くこと
が出来るのにその意欲を持たない者は食べる
権利がないのです。

食べることだけでなく、食べ物を得 るため
に働 くことも、人間が人間であるために大切
なことであ り、両方共に神の導きのもとにあ
ります。私たちは毎 日の楽ではない仕事か ら
逃げることなく、そこに積極的にかかわるこ
とによって食べ物を手に入れます。 しか し食
べ物を前に、これは自分の力だけで手に入れ
たと思わないようにしたいものです。食べ物
を得るための労働、家族を養お うと日ごと重
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ねる心づかい、それは私たちの人間 としての
生活の基本をなす ものです。 これを神様が導
いて祝福 され、主イエスがもつとも大切な祈
りの主題 として与えて下さったのです。
イエス様はもともと一介の労働者でした。

大工である父親を助け、さらに父親の死後は
自らの働 きで母親や弟・妹を養ったものと思
われます。イエス様は貧 しい庶民の生活をけ
んめいに生きてこられ、その喜びも悲 しみも、
家族を養 うパンを得るためにどれだけ働かな
ければならないかもよく知ってお られました。

イエス様の時代 と現代では労働のかたちが
ずいぶん違 うとはいえ、大変 さとい うことで
は本質的な違いはないで しょう。食べてゆく
ために、毎 日ただただがまん して仕事をする
のではなく、どんな仕事であれ、そこに意味
と生きがいを見出すことが出来るか どうかが、
人生をまっとう出来るかどうかの鍵です。 (む

ろんこんなことは皆 さんに改めて言 うまでも
ないのですが)。

今 日の風潮では、労働時間を出来るだけ短
縮 し、その分、余暇の時間をつ くって生活を
エンジ ョイすることに意味があるとすること
が多いです。 しか し私たちが人間としてなす
べき労苦を重ねてゅくとき、「涙 と共に種を蒔
く人は、喜びの歌 と共に刈 り入れ る」 (詩編
126:5)と い う言葉が事実になるのです。

イエス様は 「わた しが命のパンである。わ
たしのもとに来る者は決 して飢えることがな
く、わた しを信 じる者は決 して渇 くことがな
い」 と宣言 されました (ョ ハネ 3:26以下)。

神は私たちが必要 とするものをすべて用意 し
て下さいます。 ご自分の命を犠牲にされ、十
字架上から全人類に愛を注がれた方、主イエ
スが命のパンであられます。イエス様は私た
ちの体に必要なものを与えて下さるだ けでは
あ りません。私たちの魂になくてはならない

ものも日々与えて下さるのです。
今 日このあと聖餐式が行われますが、 どう

か私たちの食生活 も、そのような、神様のみ
前で行 う食事 としての恵みがあ りますように。

(2022年 7月 3日 の礼拝説教より)
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